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意見交換会について
去る3月12日、当院にて意見交換会

を行いました。

近医の皆様のご参加により、貴重な

ご意見を頂戴し、実りのある意見交換

会となりました。

今後ともあさひ総合病院をよろしく

お願いします。

≪地域の先生とつなぐ開放型病床について≫
開放型病床（オープンベッド）は、これまで通り運営を行っていますので、

患者様をご紹介いただければと思います。

～紹介の流れ～

① 地域医療連携室にご相談ください。

② 診療情報提供書や検査データ、保険情報を地域医療連携室にFAXをお願いします。

③ 地域医療連携室より貴医院、貴クリニックに「診察予約のお知らせ」をFAXさせていただきます。

④ 患者様は「診察予約のお知らせ」を持参の上、中央受付窓口へお越しください。

《医療機器共同利用について》
◆骨密度骨量測定について

高齢者の骨密度検査は、骨粗鬆症に有用です。

骨密度の測定を希望される際は、骨粗鬆症骨量測定申込書・中藤医師の診察希望の有無をご記入いた

だき、FAXをお願いいたします。骨量測定のみであれば終日（9:00～16:00）可能です。所要時間

は約30分です。なお中藤医師の診察希望の場合は午前中の予約となります。

◆診察・医療機器（CT・MRI・マンモグラフィー）予約について

①診療・機器利用申込書を記入のうえFAXにてお申し込み下さい。またお電話でも結構です。

②予約日については、地域医療連携室より「診療予約のお知らせ」「医療機器共同利用決定書」をFAX

いたします。当日の予約でも、可能な限り、対応させていただきます。

③患者様・ご家族の方には、当院へ来院される際、紹介状、保険証、診療券（お持ちの方）、お薬手帳、

「診療予約のお知らせ」「医療機器共同利用決定書」を持参して、１階の中央受付窓口へ提出していた

だくようお伝えください。



自然豊かな環境で働けるこ

とを楽しみにしています。

朝日町の地域医療に貢献で

きるよう頑張ります。

内科医師 松本正大

地域医療に貢献できるよう

務めて参ります。

よろしくお願いします。

内科医師 岡宮拓夢

朝日町のために精一杯頑張

ります。

内科医師 腰塚 桜

日々学びながら、より良い

看護を提供できるよう努めま

す。

看護師 大橋康平

地域の皆様に信頼されるス

タッフの一員となれるよう頑

張ります。

看護師 澤岡望禄

１つ１つの検査を真剣に取り

組み正確で迅速な検査を患者

さんに提供したいです。

臨床検査技師 串田京介

今年度より小児科医として

働く坂井と申します。

何卒よろしくお願いいたし

ます。

小児科医師 坂井知英

看護師としてだけでなく、

朝日町職員として地域に根ざ

した看護を展開し、一生懸命

働いていきたいです！！

看護師 吉志部 丈

まだ未熟な点がたくさんあ

りますが、一つひとつの出会い

や経験を大切に、信頼される

看護師になれるように頑張り

ます。

看護師 荻野百華

１年目らしく元気出して一生

懸命頑張ります。

理学療法士 水島光元



地域医療連携室のメンバー紹介
2026年1月より、サンフォートは新たなメンバーになりました。

内科部長 渡辺哲郎医師、看護師３名、ソーシャルワーカー1名、事務員1名で運営しております。

日頃より患者さんやご家族に寄り添うことを心がけています。関係機関の皆さんと協力して、

患者さんが住み慣れた地域で安心して生活ができるようにお手伝いをしていきたいと思っています。

今年度もどうぞよろしくお願いいたします。

新しい医療機器導入について

あさひ総合病院地域連携室サンフォートだより ２０２６年５月発行

2026年3月より、当院の高気圧酸素治療装置が
新しくなりました。
高気圧下での酸素吸入は圧力に応じて血清に

酸素が溶け込む（溶解型酸素）ことにより、治
療効果を発揮します。高気圧環境下での酸素吸
入は大気圧下に比べ10～20倍の酸素量が体内に
取り込まれます。

◎高気圧酸素治療装置による治療効果
1.血流障害による組織の低酸素状の改善
2.創傷治癒（きずの治り）の促進
3.滅菌（滅菌作用がある）
4.身体内のガスの容積を小さくする
5.体内窒素ガス排泄の促進

その他の適応症例は、空気塞栓、重症の熱傷
または凍傷、中等症以上の血管断裂を伴う末梢
血管障害、開頭術後の意識障害または脳浮腫、
重度の低酸素脳症、突発性難聴、等多岐に渡り
ます。

院外の患者さんの利用に関しては、まずは地
域医療連携室へご相談下さい。

【あとがき】
若葉がまぶしい季節となり、初夏の

爽やかな風が吹く中、どこかへ出かけ
たくなる今日この頃です。
今年度も引き続き、ご指導ご鞭撻の

ほどよろしくお願いいたします。


